
講評

受賞者の取り組み

京阪電鉄株式会社は、天満橋駅において、河川区域内という限ら

れた設置スペースの中で、創意工夫をこらして１基のエレベーターで
駅舎内外と都市側、特に河川公園を含む部分とのバリアフリー化を
実現している。
また、駅構内に駐輪場を整備し、放置自転車対策にも積極的に

取り組むなど、同駅周辺における歩行者の移動円滑化にも貢献して
いる。
さらに、ホーム上の安全対策として全駅（８８駅）全ホーム（２０８か

所）に視覚障害者誘導ブロックの内方線整備を実施しており、安全・
安心な駅の実現に貢献している。

駅と河川公園を含むエリアのバリ

アフリー化や同駅周辺の移動円滑
化の取組みなど鉄道事業者と行政と
の連携した事業は、障がいのある方
の利便性に大きく貢献し、他の者の
模範となるものと高く評価しました。 ホーム点字ブロック内方線

京阪天満橋駅のエレベーター
（河川公園階）


